
集
会
に
は
総
勢
24
人
（
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
10
人
）
が
参
加
し

五
十
嵐
書
記
長
の
司
会
で
開
会
。

大
沼
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

東
日
本
本
部
武
田
組
織
部
長
が

労
働
条
件
改
善
に
向
け
て
こ
の

間
、
東
日
本
本
部
が
取
り
組
ん

で
き
た
内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
報
告
。

（
①
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に

し
た
要
求
素
案
作
成
②
国
労
要

求
実
現
署
名
③
第
27
回
定
期
大

会
で
労
働
協
約
改
訂
要
求
④
要

求
提
出
・
団
交
開
催
）

ま
た
グ
ル
ー
プ
会
社
に
お
け

る
国
労
運
動
の
展
開
・
強
化
と

し
て
、
こ
の
間
乗
務
員
以
外
全

て
の
職
種
で
委
託
・
外
注
化
が

さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ル
ー
プ
会

社
に
お
け
る
労
働
条
件
に
関
す

る
協
約
の
締
結
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
突
破
口
は
JR
東
日
本

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
と
述
べ
た
。

続
い
て
地
本
千
葉
組
織
部
長

は
、
仙
台
支
社
内
に
お
け
る
エ

ル
ダ
ー
・
嘱
託
組
合
員
の
受
け

入
れ
先
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
会

社
の
説
明
と
13
年
度
以
降
の
年

金
支
給
開
始
年
齢
に
引
き
上
げ

に
伴
う
措
置
に
つ
い
て
の
会
社

の
回
答
を
説
明
し
た
。

職
場
実
態
交
流
に
お
い
て
は

厳
し
い
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
実
態

と
取
組
み
の
強
化
を
促
す
意
見

が
出
さ
れ
た
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

出
向
先
に
組
合
を

▼
JR
貨
物
に
出
向
し
4
年
目
。

労
使
間
協
議
の
約
束
を
反
故
に

さ
れ
改
善
も
な
く
あ
と
1
年
で

退
職
。
労
組
と
し
て
事
案
が
発

生
し
て
か
ら
で
な
く
、
事
前
に

調
査
、
掌
握
し
対
処
す
べ
き
。

▼
会
議
開
催
の
連
絡
方
法
。
郵

送
で
の
確
認
が
出
来
な
い
か
。

▼
ロ
ジ
は
低
賃
金
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
も
中
々
人
が
来
な
い
。

昨
年
9
月
3
人
来
る
と
い
う
話

が
あ
っ
た
。
日
給
6
千
円
、
23

日
働
い
て
13
万
8
千
円
、
手
取

り
10
万
少
々
で
は
一
人
の
生
活

で
精
一
杯
。
30
代
の
人
は
出
勤

し
て
こ
な
か
っ
た
。
40
代
の
人

は
奥
さ
ん
と
子
供
二
人
、
4
ヶ

月
頑
張
っ
た
が
辞
め
た
。
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
紹
介
さ
れ
て
き
た

の
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
ら

今
回
だ
け
日
給
を
6
千
5
百
円

に
上
げ
て
い
た
事
が
発
覚
。
今

ま
で
働
い
て
い
た
人
達
も
不
満

か
ら
会
社
に
文
句
を
言
う
よ
う

に
。
自
分
も
相
談
な
ど
受
け
て

い
る
。
労
組
加
入
は
難
し
い
が

賃
上
げ
に
労
組
は
必
要
な
も
の

と
い
う
取
組
み
を
す
べ
き
。

▼
出
向
先
の
格
差
。
休
日
年
間

94
日
。
他
職
場
と
は
5
年
間
で

3
ヶ
月
も
休
日
が
少
な
く
同
一

賃
金
。
公
平
公
正
で
な
い
。

▼
「
業
務
委
託
は
エ
ル
ダ
ー
社

員
の
雇
用
の
場
」
と
会
社
。
調

査
す
べ
き
。
幹
総
は
可
能
。
会

社
の
論
理
に
嘘
が
あ
る
こ
と
を

具
体
的
に
追
求
し
明
ら
か
に
。

▼
国
労
東
日
本
報
７
２
７
号
内

容
。
「
エ
ル
ダ
ー
制
度
は
55
歳

到
達
時
の
80
～
85
％
の
賃
金
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
会
社

の
誤
っ
た
情
報
を
記
載
し
て
い

る
。
鵜
呑
み
に
せ
ず
チ
ェ
ッ
ク

す
べ
き
。

▼
私
見
。
軍
手
な
ど
要
求
す
れ

ば
支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
抜
本
的
な
内
容
は
社
長

に
言
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
出

向
先
に
組
合
を
作
る
こ
と
を
本

気
で
考
慮
を
。
現
在
組
立
分
会

だ
が
、
ロ
ジ
に
組
合
を
立
上
げ
、

そ
こ
に
も
加
盟
出
来
な
い
か
。

支
社
を
通
じ
て
―
で
は
埒
が
あ

か
な
い
。
JR
東
は
「
東
北
ロ
ジ

は
JR
東
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は

な
く
、
関
係
会
社
」
の
認
識
。

労
働
条
件
の
改
善
に
は
関
係
な

い
立
場
。
し
か
し
出
向
に
は
出

す
。
ど
う
な
の
か
。

▼
原
発
。
東
北
電
力
の
値
上
げ
。

公
聴
会
を
傍
聴
。
反
対
の
意
見

は
「
被
災
地
ま
で
同
じ
く
扱
う

の
は
お
か
し
い
」
「
原
発
再
稼

働
の
原
資
を
料
金
に
含
む
の
は

お
か
し
い
」
が
主
。
地
本
と
し

て
料
金
値
上
げ
反
対
署
名
の
取

組
み
を
提
案
す
る
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス

早
急
に
窓
口
作
り
を

▼
東
照
宮
駅
。
泊
ま
り
勤
務
。

乗
降
客
一
日
5
千
人
。
仙
山
線

は
よ
く
遅
れ
る
た
め
乗
客
と
の

対
応
が
大
変
。
委
託
業
務
で
あ

り
本
来
業
務
と
同
様
の
業
務
。

出
向
社
員
と
エ
ル
ダ
ー
、
他
駅

で
は
プ
ロ
パ
ー
社
員
も
い
る
が
、

同
じ
業
務
で
賃
金
格
差
。

▼
諸
問
題
が
あ
っ
て
も
総
合
サ
ー

ビ
ス
と
の
窓
口
な
し
。
様
々
な

問
題
が
す
ぐ
に
は
解
決
し
な
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
巡
回
時
に
話
を

す
る
程
度
。
何
ら
か
の
形
で
交

渉
の
場
が
も
て
る
よ
う
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
あ
と
2
年

8
ヶ
月
。
穴
を
開
け
て
い
か
な

け
れ
ば
。
地
本
の
対
応
強
化
を
。

▼
榴
ヶ
岡
駅
。
委
託
駅
は
山
形
・

福
島
・
宮
城
50
駅
で
総
勢
２
２

７
人
。
バ
ス
代
行
含
め
る
と
71

職
場
。
賃
金
は
15
万
5
千
～
18

万
6
千
円
。
自
分
は
時
給
8
百

円
の
単
価
。
月
10
回
泊
ま
り
で

全
く
JR
と
同
じ
業
務
。
違
う
の

は
制
服
だ
け
。

▼
プ
ロ
パ
ー
社
員
が
入
社
。
就

業
規
則
も
JR
に
準
じ
て
い
る
が
、

将
来
展
望
な
く
、
低
賃
金
の
ま

ま
据
え
置
か
れ
る
た
め
若
者
が

働
き
続
け
ら
れ
な
い
職
場
。

▼
4
月
1
日
、
JR
東
日
本
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
発
足
、
東

京
・
横
浜
・
八
王
子
・
大
宮
で

百
駅
、
一
部
委
託
25
駅
を
加
え

る
と
１
２
５
駅
で
1
万
2
千
人
。

東
北
に
も
エ
リ
ア
拡
大
の
波
及

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

▼
新
た
な
委
託
駅
拡
大
の
提
案

が
予
測
。
だ
が
委
託
拡
大
は
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
、
客
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
招
い
て
い
る
。

窓
口
業
務
以
外
の
防
犯
・
管
理

業
務
も
。
防
災
・
火
災
・
地
震

対
策
や
車
両
火
災
時
の
排
煙
装

置
扱
い
等
、
本
当
に
業
務
委
託

駅
の
業
務
な
の
か
？

▼
休
み
た
く
て
も
休
め
な
い
。

年
休
を
我
慢
。
一
人
の
年
休
を

取
得
す
る
た
め
に
2
徹
を
す
る

な
ど
体
を
酷
使
。
ブ
ロ
ッ
ク
長

に
主
張
す
る
が
、
そ
の
先
の
進

展
な
し
。
早
急
な
直
接
交
渉
出

来
る
窓
口
作
り
を
求
め
る
。

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

慣
れ
な
い
業
務
で
苦
労

▼
2
月
か
ら
新
幹
線
の
清
掃
業

務
。
5
月
の
エ
ル
ダ
ー
社
員
研

修
で
は
、
「
◆
テ
ク
ノ
は
百
％

JR
の
子
会
社
◆
休
日
一
日
増
の

た
め
に
は
7
百
万
円
の
出
費
、

昨
年
の
諸
経
費
を
除
い
た
利
益

は
一
千
万
円
◆
阿
武
隈
急
行
と

の
契
約
は
来
年
は
無
し
◆
エ
ル

ダ
ー
社
員
に
対
す
る
テ
ク
ノ
の

負
担
金
は
一
人
22
万
円
」
と
コ

ス
ト
の
話
。

▼
今
年
、
テ
ク
ノ
で
構
内
限
定

運
転
士
を
募
集
。
将
来
の
業
務

拡
大
を
睨
ん
で
か
。

▼
社
員
の
位
置
付
け
は
、
社
員
、

準
社
員
、
パ
ー
ト
A
・
B
（
A・

と
B
の
違
い
は
年
収
１
０
３
万

上
限
の
括
り
）
と
エ
ル
ダ
ー
社

員
。
準
社
員
と
パ
ー
ト
は
日
給

月
給
、
社
員
と
エ
ル
ダ
ー
は
月

給
制
。

▼
交
番
検
査
の
時
間
短
縮
の
し

わ
寄
せ
が
清
掃
に
も
及
ぶ
。
JR

の
作
業
に
影
響
が
出
な
い
よ
う

に
苦
労
し
て
い
る
。

▼
業
務
開
始
か
ら
1
ヶ
月
後
、

朝
手
が
痺
れ
て
開
か
な
く
な
っ

た
。
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
の
重

量
に
よ
る
腱
鞘
炎
の
診
断
。
職

業
病
と
し
て
労
災
認
定
な
ど
出

来
る
職
場
に
変
え
た
い
。

▼
エ
ル
ダ
ー
延
長
の
際
、
年
休

が
な
い
状
態
。
3
ヶ
月
で
発
生

す
る
が
、
検
討
事
項
で
な
い
か
。

▼
組
合
費
。
エ
ル
ダ
ー
延
長
の

際
は
低
額
に
。

▼
新
幹
線
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。

小
出
庫
で
電
車
部
品
交
検
。
部

品
の
あ
る
場
所
が
わ
か
ら
ず
当

初
3
ヶ
月
は
悩
ん
だ
。

▼
Ｊ
テ
ッ
ク
社
員
は
昨
年
、
今

年
と
8
人
程
採
用
。
高
卒
者
は

正
社
員
だ
が
、
中
途
採
用
者
は

3
ヶ
月
間
試
用
期
間
で
時
給
７

５
０
円
、
そ
の
後
準
社
員
に
な

り
、
昇
進
試
験
制
度
が
あ
り
合

格
す
る
と
正
社
員
。

▼
組
合
は
あ
る
が
機
能
し
て
い

な
い
様
子
。
30
代
で
子
供
3
人
、

ボ
ー
ナ
ス
5
万
。
ど
う
や
っ
て

暮
ら
す
の
か
。
社
員
で
も
昇
級

は
千
円
、
1
万
あ
が
る
の
に
10

年
・
・
・
。
た
だ
超
勤
は
し
っ

か
り
つ
け
て
い
る
。

仙
建
工
業

要
員
不
足
解
消
を

▼
仙
建
郡
山
で
2
年
経
過
。
JR

か
ら
の
出
向
者
が
5
人
、
エ
ル

ダ
ー
出
向
が
2
人
、
仙
建
社
員

が
12
人
、
契
約
社
員
2
人
、
出

向
の
軌
工
監
が
4
人
の
体
制
。

エ
ル
ダ
ー
契
約
時
は
工
事
関
係

だ
け
と
告
げ
ら
れ
た
が
、
実
際

は
検
修
も
。

▼
若
手
の
プ
ロ
パ
ー
が
育
成
さ

れ
資
格
も
取
得
し
業
務
を
担
っ

て
き
て
い
る
が
運
転
・
傷
害
事

故
も
多
い
。

▼
仙
建
の
幹
部
社
員
は
元
JR
社

員
が
天
下
り
。
末
端
社
員
は
不

満
を
漏
ら
す
。

▼
作
業
中
、
汽
笛
吹
鳴
で
事
情
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6
・
12

第
10
回
地
本
執
行
委
員
会

第
2
回
選
挙
管
理
委
員
会

6
・
15

地
本
組
織
対
策
会
議

6
・
21

貨
物
夏
季
手
当
満
額
回
答
を
勝
ち
取
る
集
会

6
・
22

第
35
回
安
プ
ロ
・
第
26
回
各
支
部
業
長
合
同
会
議

第
5
回
婦
人
部
常
任
委
員
会

6
・
27

団
交
（
設
備
関
係
事
務
職
集
約
支
社
提
案
）

7
・
2

貨
物
会
社
夏
季
手
当
低
額
回
答
に
抗
議
す
る
集
会

地
方
本
部
は
5
月
26
日
、
仙
台
市
内
花
京
院
ス
ク
エ
ア
に
お

い
て
、
「
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
08
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
エ
ル
ダ
ー
社

員
制
度
」
に
お
い
て
、
労
働
条
件
や
配
属
な
ど
に
つ
い
て
多
く

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
各
職
場
で
働
い

て
い
る
組
合
員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
問
題
点
の
集
約
と
そ

の
解
消
を
図
る
た
め
開
催
し
て
い
る
。



聴
取
。
輸
送
指
令
と
の
運
転
確

認
通
り
に
作
業
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
の
事
故
。

▼
検
査
測
定
値
の
扱
い
に
つ
い

て
、
異
常
な
値
が
出
た
場
合
の

対
処
な
ど
諸
問
題
が
あ
る
。

▼
若
手
も
含
め
て
根
本
的
な
安

全
問
題
を
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
。

▼
新
幹
線
郡
山
出
張
所
で
検
修

業
務
担
当
。
今
年
1
月
ま
で
5

人
体
制
で
行
っ
て
い
た
が
エ
ル

ダ
ー
社
員
が
退
職
し
4
人
体
制

に
。
7
回
～
8
回
の
夜
勤
が
9

回
に
な
り
非
番
の
日
に
ま
た
夜

勤
も
あ
り
厳
し
い
。
所
長
に
補

充
の
要
請
を
す
る
と
JR
か
ら
来

て
く
れ
る
人
誰
か
い
な
い
か
と

逆
に
聞
か
れ
る
。
所
長
同
士
で

話
を
す
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
。

仙
建
の
本
社
支
店
に
は
話
し
て

い
る
が
人
事
で
あ
り
希
望
者
が

な
い
と
難
し
い
と
い
う
話
。

▼
現
場
で
業
務
用
車
を
増
や
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
所
長
も
「
上
に
言
う
」

と
な
っ
た
が
、
一
方
で
在
来
線

Ｇ
は
台
数
も
足
り
て
お
り
、
全

車
Ｅ
Ｔ
Ｃ
完
備
。
現
場
長
の
違

い
で
我
々
の
労
働
条
件
が
違
っ

て
く
る
の
は
困
る
。

▼
利
府
の
新
幹
線
職
場
を
希
望

し
た
が
、
郡
山
に
配
属
に
な
り

あ
と
1
年
11
ヶ
月
遠
距
離
通
勤

だ
。
辞
め
た
い
が
食
っ
て
い
け

な
い
た
め
勤
め
て
い
る
。

工
事
テ
ー
ブ
ル
の
た
め
、
中
々

組
合
員
と
会
え
な
い
。

▼
青
森
新
幹
線
開
業
で
冬
季
間

確
認
車
業
務
で
二
週
間
程
出
張

で
連
夜
が
あ
っ
た
。
郡
山
で
は

仙
台
通
勤
を
考
慮
さ
れ
連
夜
作

業
は
な
い
が
通
勤
で
疲
れ
る
。

東
北
鉄
道
運
輸

調
整
し
な
い
と
休
め
な
い

▼
東
北
鉄
道
運
輸
新
幹
線
営
業

所
。
メ
ー
カ
ー
か
ら
新
幹
線
の

部
品
を
購
入
し
、
JR
に
納
め
る

業
務
。
4
人
体
制
。
所
長
が
エ

ル
ダ
ー
退
職
で
あ
っ
た
が
、
後

任
が
お
ら
ず
、
特
別
契
約
社
員

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
希
望
者

は
い
る
が
適
任
者
が
い
な
い
と

い
う
こ
と
ら
し
い
。

▼
東
北
鉄
道
運
輸
は
63
歳
で
定

年
退
職
。
希
望
す
れ
ば
シ
ニ
ア

社
員
と
し
て
1
年
更
新
で
2
年

残
れ
る
。

▼
昨
年
、
パ
ー
ト
が
契
約
社
員
、

契
約
社
員
が
準
社
員
、
準
社
員

が
社
員
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
。
自

分
の
箇
所
は
手
当
も
な
く
低
賃

金
。
若
い
人
は
手
当
の
つ
く
他

職
場
を
希
望
。
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
作
業
で
手
当
が
つ
く
が
、
エ

ル
ダ
ー
は
除
か
れ
る
。

▼
休
暇
が
取
り
づ
ら
い
。
調
整

し
て
休
ん
で
い
る
。

▼
国
労
が
い
な
か
っ
た
職
場
。

前
任
者
が
急
逝
し
た
た
め
採
用

さ
れ
た
よ
う
だ
。

東
北
工
機
整
備

事
故
起
こ
せ
は
針
の
筵

▼
守
衛
と
所
内
運
搬
業
務
が
主

と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は

中
央
倉
庫
の
電
車
部
品
の
受
け

払
い
、
管
理
と
各
区
所
の
修
理

部
品
受
け
や
配
送
等
。

▼
休
日
は
ほ
ぼ
入
る
が
二
人
一

緒
に
休
め
な
い
。
相
手
と
調
整

し
て
い
る
。

▼
業
務
の
性
格
上
、
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
事
故
が
多
発
。
そ
の
都

度
発
表
さ
れ
、
事
故
を
起
こ
す

と
針
の
筵
。

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
交
流
会
を
4

回
実
施
。
要
求
を
取
り
ま
と
め

た
。
地
本
で
各
社
に
訪
問
実
施

す
る
よ
う
な
の
で
、
支
部
も
同

行
し
た
い
。

▼
組
合
員
が
エ
ル
ダ
ー
社
員
と

し
て
配
属
先
に
行
く
際
は
分
会

な
ど
機
関
役
員
が
同
行
す
る
こ

と
も
必
要
で
は
。

▼
労
基
法
・
労
働
安
全
衛
生
法

の
違
反
は
な
い
か
調
査
が
必
要
。

以
前
の
点
検
摘
発
手
帳
の
作
成
・

配
布
を
要
請
す
る
。

▼
駅
で
は
Ｅ
Ｖ
10
券
売
機
の
導

入
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
委
託

化
が
更
に
進
む
。
各
会
社
と
の

窓
口
作
成
が
急
務
。

▼
国
労
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
み

な
ら
ず
、
出
向
先
会
社
の
社
員

の
労
働
条
件
を
考
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

▼
7
月
に
エ
ル
ダ
ー
嘱
託
組
合

員
激
励
交
流
会
を
企
画
し
て
い

る
。

福
島
県
支
部

堀
口
副
委
員
長

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
に
対
す
る
取

組
み
は
中
々
進
捗
が
な
い
。
現

状
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
が
孤
立
状

態
に
あ
り
連
絡
も
十
分
で
な
い
。

▼
し
か
し
組
合
員
か
ら
話
を
聞

き
状
況
を
掴
む
た
め
に
は
足
を

運
び
点
検
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
に
も
こ
う
し
た
交
流
会
も

実
施
し
て
い
き
た
い
。

仙
総
支
部

渡
辺
執
行
委
員

▼
エ
ル
ダ
ー
担
当
を
各
分
会
に

配
置
。
職
場
実
態
を
掌
握
す
る

よ
う
に
つ
と
め
て
き
た
。
危
険

な
実
態
が
あ
れ
ば
報
告
を
も
ら

い
、
安
全
靴
や
保
護
具
な
ど
準

備
さ
せ
る
な
ど
改
善
を
し
て
き

た
。

▼
各
職
場
毎
に
要
求
を
集
約
し
、

地
本
に
上
申
し
て
い
る
の
で
交

渉
を
要
請
す
る
。
ま
た
協
力
会

社
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
あ
れ
ば
、

支
部
・
分
会
も
同
行
し
た
い
。

▼
昨
年
8
月
、
エ
ル
ダ
ー
社
員

交
流
会
を
実
施
。
激
励
会
で
は

な
く
、
職
場
実
態
を
把
握
す
る

た
め
の
交
流
。
今
年
も
実
施
し

労
働
条
件
と
制
度
改
善
の
た
め

頑
張
り
た
い
の
で
地
本
も
協
力

を
。

ま
と
め

五
十
嵐
書
記
長

▼
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
状
況
が

続
い
て
い
る
の
は
認
識
し
て
い

る
。
業
務
部
長
に
伝
え
て
い
く
。

▼
会
社
に
は
改
善
を
粘
り
強
く

求
め
て
い
く
し
か
な
い
。

▼
手
紙
で
の
確
認
。
福
祉
問
題

学
習
会
で
も
返
答
が
5
割
。
震

災
後
、
住
所
も
2
割
違
が
あ
る
。

機
関
を
し
っ
か
り
動
か
し
調
査

し
て
い
く
。
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仙
台
・
郡
山
で
夏
季
手
当
超
低
額
回

答
に
抗
議
し
再
回
答
を
求
め
る
集
会

を
開
催
！

地
方
本
部
は
JR
貨
物
会
社
の
夏
季
手
当

の
支
払
い
で
、
基
準
内
賃
金
の
1
・
1
ヶ

月
分
（
7
月
10
日
支
払
い
）
の
超
低
額

回
答
に
抗
議
し
、
再
回
答
を
求
め
る
緊

急
抗
議
集
会
を
7
月
2
日
に
開
催
す
る

こ
と
を
指
示
、
各
地
で
集
会
を
開
催
し

た
。宮

城
県
集
会
に
は
宮
城
県
支
部
と
仙
総

支
部
の
仲
間
約
80
人
が
か
け
つ
け
た
。

集
会
に
お
い
て
東
北
貨
物
協
議
会
木
元

事
務
局
長
は
、
「
過
去
最
低
の
考
え
ら

れ
な
い
回
答
。
支
給
額
が
少
な
く
24
控

除
に
支
障
す
る
仲
間
、
若
手
か
ら
は
自

動
車
ロ
ー
ン
の
支
払

い
や
車
検
が
受
け
ら

れ
な
い
、
ま
た
転
職

を
考
え
な
く
て
は
等

の
声
が
あ
る
」
「
3
月
に
管
理
職
社
員

と
新
規
採
用
者
に
対
し
賃
金
抑
制
を
通

知
し
た
が
、
組
合
に
は
一
切
提
案
の
な

い
労
基
法
抵
触
の
行
為
。
貨
物
は
3
年

連
続
黒
字
計
上
で
あ
り
賃
金
抑
制
は
常

識
外
」
「
東
貨
協
は
こ
の
夏
季
手
当
の

闘
い
が
賃
金
抑
制
を
含
め
最
重
要
で
あ

る
と
意
思
統
一
、
他
労
組
へ
も
矛
盾
点

を
伝
え
共
に
闘
い
賃
金
抑
制
撤
廃
を
呼

び
か
け
て
い
る
」
「
会
社
は
賃
金
減
額

に
よ
る
黒
字
拡
大
が
夢
の
あ
る
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
に
な
る
と
主
張
す
る
が
、

賃
金
減
額
を
許
せ
ば
消
費
税
と
同
じ
く

収
益
が
上
が
ら
な
い
時
は
減
額
さ
れ
る

仕
組
み
だ
」
「
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、

東
貨
協
は
闘
い
の
中
か
ら
情
勢
を
切
り

開
き
た
い
。
本
部
へ
ス
ト
の
要
請
を
行

い
、
ま
た
全
貨
協
は
本
部
へ
ス
ト
の
要

請
を
行
な
っ
た
」
と
報
告
し
、
会
社
の

理
不
尽
な
賃
金
抑
制
論
と
手

当
減
額
に
対
す
る
怒
り
を
露

わ
に
し
た
。

同
日
は
、
郡
山
分
連
協
に

お
い
て
も
同
集
会
が
開
催
さ
れ
、
35
人

の
仲
間
が
結
集
。
東
北
貨
物
協
議
会
大

越
議
長
が
経
過
・
情
勢
報
告
を
行
な
い
、

福
島
県
支
部
と
郡
工
支
部
、
各
分
会
代

表
者
か
ら
激
励
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
福
島
県
支
部
小
桧
山
委
員
長
か
ら

は
福
島
貨
物
分
会
と
郡
工
貨
物
分
会
に

組
合
員
の
寄
せ
書
き
が
手
渡
さ
れ
た
。

退
職
の
お
知
ら
せ

5
月
31
日
付

押
切

忠
さ
ん

郡
山
駅
連
合

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

訂
正

 
国
労
せ
ん
だ
い
２
６
５
０
号

（
選
挙
公
報
2
号
・
6
月
13
日

付
）
は
２
６
５
１
号
に
訂
正
し

ま
す
。

6
月
14
日
付
 

出
向

○
石
山
 
昭
夫
さ
ん

山
形
運
輸
区

↓

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
（
山
形
）

福島貨物熊田分会長へ檄紙が贈られた


